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研究成果概要 
本課題の研究目的は、GEANT4 シミュレーターを用いて、宇宙線が星間物質を励起さ

せた際に生じるガンマ線や 511keV 対消滅線などを高感度で測定可能な検出器の検討を

行うことである。今年度は特に固体検出器によるコンプトン散乱で生成される反跳電子

の軌跡検出の可能性の検討を行った。現在、反跳電子トラッキングを現実的に実現して

いるのは京大グループなどに代表されるガス検出器があるが、ガスであるが故、散乱体

自身の検出効率を上げにくい、あるいはラインガンマ線に対してはエネルギー分解能が

高くないという難点がある。そのため、以下の二通りの方法の検討を進めている。① 半

導体に関しては最近になって、3 次元の半導体検出器を用いた微細粒子検出技術が開発さ

れつつあるので、これを用いたカメラの可能性を検討する。②半導体に比べて位置分解

能が悪いが、数 MeV 以上のガンマ線（主に宇宙線による励起ガンマ線）に対しては安価

で時間分解能が高いシンチレーションファイバーもカメラを構成できる可能性がある。 
上記を調べるために、GEANT4 でシミュレーションするにあたって、まずは簡単のた

めに微細ピクセル検出器の組み合わせで検出器を構築したところ、シミュレーションで

確保可能なメモリ領域の上限を超えてしまい、動作しないことが分かった。これを回避

するためには、例えばシンチレーションファイバーをピクセルで表現するのではなく、

光の散乱・伝送もシミュレーションした 1 本のファイバーとして組み込むことで、構成

検出器数を少なくする必要があり、現在これを構築している。 
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